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○支援要請の技術的ポイント
１ “耐震性能”が確保されているか？
１ “耐震性能“は維持されるか？
１ “耐震性能”の低下につながるか？

・被災状況の調査（目視主体）→ 被災状況の詳細調査での技術的留意点
↓
・二次災害の防止（技術的留意点）
↓
・具体的な応急対策

区分

耐震性能Ⅲ

限界状態

　　・ダムにすべり破壊が生じないこと　　・ダムに浸透破壊が生じないこと　　・貯水がダムを越流しないこと
　　・ダムが決壊に至らないこと　　・放流機能が維持されること

ダムの限界状態と性能目標（コンクリートダムに対する照査項目は割愛）

　フィルダムに対する照査項目
　　・ダムにすべり破壊が生じないこと　　・ダムに残留変形が生じないこと

地震によってダムに構造的な損傷が生じないこと

性能規定型耐震設計　現状と課題、日本地震工学会性能規定型耐震設計法に関する研究委員会編、鹿島出版会、2006

耐震性能Ⅱ

耐震性能Ⅰ

性能目標

　フィルダムに対する照査項目

地震によりダムに構造的な損傷が生じた場合にでも構造的な損傷が修復可能であり、ダムの貯水
機能、放流機能が維持されること

構造的に重大な損傷が生じ、貯水機能にも軽微な損傷が生じるが、短時間で決壊するようなことが
なく、貯水機能が保持されること

構造的に非常に大きな損傷を受け、貯水機能が損なわれた場合でも、二次災害の安全性は十分
に保持されること

農研機構 農村工学研究所 東日本大震災報告会2011.5.31.
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★調査ダム位置と震央（暫定値）

平成7年（1995年）兵庫県南部地震：M j7.3，最大震度7：史上初
平成16年（2004年）新潟県中越地震：M j6.8，最大震度7：計測震度初

貞観地震（じょうがんじしん）：貞観11年5月26日（869年7月13日）：
岩手県沖～福島県沖、または茨城県沖まで震源域が及んだ連動
型超巨大地震の可能性が指摘。M 8.3以上と推定，約1,000年ごと
繰り返し？

規模：Mw9.0
断層の大きさ：長さ約450km，幅約200km
（東京－仙台・名古屋間：約350km，東京-京都間：約470km）
断層のすべり量：最大20～30m，
主たる破壊の継続時間：３分程度（大きな破壊は３回）
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★羽鳥ダム（ゾーン型フィルダム，1956年竣工）
堤高：37.1m，堤頂長：169.5m，堤体積：318千m3

総貯水量：27,321千m3 ，有効貯水量：25,951千m3 震央距離；約263km

ダム諸元：福島県HP-農林水産部農業基盤整備課-福島県の農業用ダム，2010.6.28UP

堤頂保護アスファルト（As）とガー
ドレール基部・旧高欄基部に隙間
発生，下流斜面にごく小規模な窪
みが発生する。
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★西郷ダム（中心遮水型フィルダム，1955年竣工）
堤高：32.5m，堤頂長：220m，堤体積：360千m3

総貯水量：3,299千m3 ，有効貯水量：2,920千m3 震央距離：約266km
堤頂のダム軸方向の亀裂

堤頂にダム軸方向の開口亀裂（5～50m長、8～26cm幅、1.4～2.5m深さ）

明瞭な馬蹄形の陥没 円弧状の亀裂

貯
水
池
（凍
結
）

貯
水
池
（凍
結
）

農研機構 農村工学研究所 東日本大震災報告会2011.5.31.

６．技術支援等現地調査報告 ① ダムの技術支援

★赤坂ダム（均一型フィルダム，1965年竣工）
堤高：18.3m，堤頂長：147m，堤体積：66千m3

総貯水量：906千m3 ，有効貯水量：855千m3 震央距離：約265km

堤頂の堤頂長（147m）の1/3程度の箇所に数条のダム軸方向の亀裂が発生している。深さは最大15cm程度である。
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★矢の目ダム（傾斜遮水型フィルダム）
堤高：29m，堤頂長：187m，堤体積：593千m3

総貯水量：1,100千m3 ，有効貯水量：940千m3 震央距離：約265km

堤頂上流法肩部の段差発生箇所の開削調査
（茶色は傾斜遮水ゾーン頂部）

ダム諸元：事業概要書から，但し，未追認。

左岸ブランケットの馬蹄形の陥没と盛上がり

15～20cmの
貯水池側下がり
の段差
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★赤田調整地（前面傾斜コア型フィルダム）
堤高：14.80m，堤頂長：1,608m，堤体積：609千m3

総貯水量：1,215千m3 ，有効貯水量：1,200千m3 震央距離；約288km
取水付帯施設の両脇の崩壊

貯水池側斜面の段差

ダム諸元：事業概要書から，但し，未追認。
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★新宮川ダム（重力式コンクリートダム，2003年竣工）
堤高：69m，堤頂長：325m，堤体積：480千m3

総貯水量：10320千m3 ，有効貯水量：9300千m3 震央距離；約285km

★龍生ダム（重力式コンクリートダム，1961年竣工）
堤高：31.0m，堤頂長：138.3m，堤体積：31千m3

総貯水量：939千m3 ，有効貯水量：846千m3 震央距離；約257km

貯水池

地震により堤体変形を自動
測定する装置にズレが発生
地震により堤体変形を自動
測定する装置にズレが発生

移動

変形測定装置

○状況
地震後，浸透水量および揚圧力が増加。
貯水位低下により浸透水量、揚圧力量ともに減少

下流側

上流側
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○亀裂の発生（不連続）、ゆるみ（空隙量・剛性の変化）の解明・評価
○堤体-地山、リップラップ-シェル材などの境界（力学特性の相違）の

地震時挙動（相互作用－何が起こるか）の解明・評価

○フィルダムの安全性の確保○

１ 上下流斜面の滑りの発生→貯水圧に抵抗可能な断面積や浸透路長の減少
→遮水性能の低下→貯水の浸透→貯水の越流

↓

１ 揺すりこみによる堤頂の沈下→貯水の越流→ﾌｨﾙﾀﾞﾑにおいて許されない

近代的設計基準（1953年）において築造されたフィルダムは，
堤体の安全性が確保されている（平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震の荒砥沢ダム，・・・など）
↓

これまで以上に耐震性能を向上させる研究開発は必要とされるのか？
↓

☆何故、設計震度を超える地震動に対して耐震性が確保されているのか？
→ 土構造物の耐震性向上のためのポイントを示唆

☆被災（亀裂発生、ゆるみ）の箇所や規模の特定
→ 被災箇所の確認調査のための開削規模を限定
→ 調査開削復旧の削減と災害復旧の早期着手
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